
教科・区分

国語Ａ

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ 下回っている

全体的に下回っているものの、書く能力は全国平均に近い。
無回答率も低く、努力して、問題を解こうとする意欲が見られる。

下回っている

平成２９年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２９年４月１８日（火）に、３年生を対象として、「教科

（国語，数学）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎませ

ん。本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

１．教科に関する調査結果の概要

学力調査の分析（傾向や特徴）
全国平均正答率

との比較

平成29年１１月８日（水）
文責　校長　吉本一也

教育目標　『一人ひとりが生き生きと輝き　知・徳・体の調和のとれた生徒の育成』

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

①菅生ノート…自学自習ノートに取り組ませ、優れたノートを掲示するなどして、ノートの取り方を工夫させる。
②「マナビバ」の設置…職員室前廊下に学習スペース「マナビバ（学び場）」を設け、自学学習の場として活用する。
③質問教室…家庭学習につなげるための手立てとして、考査前期間等に放課後の教室で質問教室を行う。
④計画学習…定期テスト前の学習計画表の作成と、計画表に沿った自学学習ができるよう指導する。
⑤考査予想問題…定期テスト前に学習委員が作成した予想問題を、家庭での復習プリントに活用させる。
⑥家庭学習啓発…家庭学習についてのアンケートを実施して結果の分析を行い、啓発通信を配布する。

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

質問紙調査の結果分析

・授業改善や補充学習の成果として「授業の中でめあてや
まとめが示されている」「先生は、授業中やテストで間違え
たところや理解していないところをわかるまで教えてくれ
る。」という質問に対しての肯定的回答が全国平均より上
回っている。
・家庭での学習習慣については、学校の授業時間以外に、
１時間以上勉強している生徒が３割程度、全くしていない生
徒が３割いる。家庭学習の習慣が身についていない傾向
がある。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組
　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

①補充学習…月二回程度、一週間の朝自習内容を週末に確認テストを行い、未定着生徒へ補充学習を実施する。
②授業研究・参観授業…学力向上＝授業力向上と捉え、授業改善シートを活用した授業研究を年３回以上実施し、全教員
が授業力の向上に努める。また、日頃より互いの授業を参観し合い、授業改善に取り組む。
③数学科授業…授業の始まり１０分間を利用して、生徒個々人の不得手の単元を中心に、課題別学習をする。
④反復学習…定期テスト前に「これだけはできるようになろうテスト（通称これテス）」を実施し、課題ができるまで繰り返し挑
戦させ、基礎学力の定着を図る。

全体的に全国平均正答率より下回っており、特に言語についての知識・理解・技能について正答率の差が大
きい。

下回っている

全体的に全国平均正答率より下回っており、特に図形分野を苦手としている。しかし、無回答率は全国平均と
比べ、かなり低く、何とか問題を解こうと努力している姿が見られる。

下回っている

多くの項目が全国平均正答率より低く、特に数学的な表現を用いて説明したり、ある事柄が成り立つことを説
明する問題が苦手である。
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